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ブロックチェーン

ブロックチェーンを簡単に言うと

33

ブロックチェーンを構成する技術 以下の特徴を持った

ハッシュ関数 公開鍵 / 秘密鍵 P2P 
（ピアツーピア）

既存技術を組合わせて

分散型台帳技術 

ゼロダウンタイム改ざん不可ブロックへ格納

365日24時間

稼働B125F67 
3A55EA9 
8C9805A 
E656B40 
4AFD93A 
CEB58C4

これが

B125F67 
3A55EA9 
8C9805A 
E656B40

NO HACKERS

主な



ブロックチェーンならではの特徴
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ブロックチェーン 
   

高セキュリティ（共有）データベース

セキュリティの 
問題を解決

•何が書いてあるかわからない  
•鍵を持っている人しか見れない 
•加筆修正(改ざん)できない 
•取引はすべて記録される

•鍵があればどこからも参加出来る 
•管理者不在でOK(自律型)     
•落ちない・消えない 
•地理分散が容易

データのブロックがチェーンで繋がる

それぞれのブロックに前ブロックの 
取引データが含まれて繋がっていく為、 
改ざんが実質不可能 Transaction

Transaction
Transaction
Transaction
Transaction

Transaction
Transaction
Transaction
Transaction
Transaction

Transaction

一定条件で自動処理
口座開設・送金処理・契約執行など

①電子署名付きの取引データがブロックチェーンに送信 
②取引データの信憑性検証。ノードに取引データを配信 
③合意形成アルゴリズム 
ブロックを作る為の数値を算出したノードがデータブロックを生成し 他ノードへ配布

=

ブロックチェーン
活用のメリット

共有可能

❶ ❷ ❸



RDBとブロックチェーンの4つの違い

55

❶❷
❸❹

管理者の有無 データ形式

データ保全 改ざんの有無

RDB

※RDB=リレーショナル・データベース

ブロックチェーン

ブロックチェーンには中央管理者が不在

•一元管理者が存在する 
•ログイン処理後に使用する

•ノード間で監視し合う 
•誰でも参加可能

RDB

データの保存方法の違い

•Excelと同じような表形式の
テーブル構造 

•データは上書き更新される

•勘定台帳と同様に全てのトラ
ンザクションが記録される 

•データは追記される

RDB

ブロックチェーンは同データがノード間で同期

•データは一箇所にまとめる 
•バッチ処理などで物理バック
アップが必要

•全ノードに同じデータが保存 
される 

•１つのノードがダウンしても 
その他のノードで稼働し続ける 

•全ノードが停止しない限り 
データは残る

RDB

ハッキングなど改ざんリスクがゼロ

•単一のDBの為、改ざんが容易に
行われる恐れがある 

•権限を持つユーザ以外検証が出来
ない為、データの正当性が不透明

•複数ノードで同期している為、デ
ータ改ざんなどによる不正データ
は除外される 

•取引データはハッシュ化されてい
て、誰でも検証が可能

ブロックチェーン

ブロックチェーン RDB ブロックチェーン

※ノード= 取引情報の監視や管理、取引承認などを行う端末(コンピュータ)



ブロックチェーンプロジェクトの比較
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Bitcoin Ethereum Astar Symbol
ブロックチェーンのセキュリティ 高 高 中 中

アプリのセキュリティ 高 中 中 高

トランザクション性能 低 
（7トランザクション / 秒）

低 
（15-30トランザクション / 秒）

中 
（500トランザクション / 秒）

中 
（200トランザクション / 秒）

トランザクション手数料 高 高 低 低

スマートコントラクト なし あり あり なし

アプリ開発の言語 JavaScript / Python Solidity Solidity / Rust Javascript / Python

ネットワークモデル PoW PoS NPoS（PoSの一種） PoS+

現在のユースケース 支払い / 価値の保存 DeFi / NFT / ゲーム 日本のIPを利用したNFTやゲーム 支払い、認証/証明、エンタープライズ 
（弊社にてNFTプラットフォーム提供）

開発コミュニティ 中 活発 増えつつあるがまだ少ない 中

ツール 
ウォレット、ポートフォリオアプリ、詐欺検知ツールなど

中 多 Ethereumのものを移植可能 中（Ethereumのものは移植不可）

特徴

• ブロックチェーンの中で一番攻撃コ
ストが高く（セキュリティが高
く）、分散されている 

• 価値の保存に特化し、セキュリティ
を最も大切にしているため、ドラマ
ティックなアップグレードは行われ
ない

• スマートコントラクトを動かすことができる 
• スマートコントラクトのプラットフォームで
は、一番攻撃コストが高く（セキュリティが
高く）分散されている 

• 開発コミュニティによるネットワーク効果が
高い

• スマートコントラクトを動かすこと
ができるが、EVMだけでなくWasmに
も対応し、広い開発者を呼び込める 

• Polkadot上のブロックチェーンにト
ークンをブリッジできる 

• Dappsに新規トークンが報酬として回
る（Dappsステーキング）

• APIが用意されていて開発しやすい（ブ
ロックチェーンエンジニアでなくてもと
っつきやすい） 

• セキュリティが高い（スマートコントラ
クトがないため脆弱性が生まれにくい = 
ハッキングされにくい）

はSymbolのプライベート版です



ブロックチェーンの種類
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パブリック型 コンソーシアム型 プライベート型

構成イメージ

管理方式 非中央集権型 
（Decentralized）

中央集権型 
（Centralized）

中央集権型 
（Centralized）

管理者 なし 複数組織 単一組織

ネットワーク参加条件 参加に制限なし 参加条件あり 参加不可

承認速度 低速 高速 高速

利用モデル 暗号資産・企業利用 企業利用 企業利用

ブロックチェーン Bitcoin / Ethereum / Symbol など mijin / Hyperledger Fabric など mijin / Hyperledger Fabric など

A社管理

B社管理

C社管理

D社管理
A社管理



競合ブロックチェーンの詳細比較
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Fabric
NEM/SYMBOLの開発チームが携わる。2015年から商
用・実用レベル。汎用性重視。超高速動作(mijin)。ネ
イティブ勘定・マルチシグ。複雑なコーディングなし
に、ブロックチェーン上にアセット勘定を作ることが
できる。

エンタープライズ向けにブロックチェーンの概念を再構
成・コントラクトは共有出来るがチェーンにはアプリケー
ションからの結果としてグローバルステートのみを記録。
アプリケーション勘定は一から設計必要。マルチアドレス
を駆使した本来の利用方法には不向き。

コンセプトは「ワールドコンピューター」。スマートコン
トラクト機能を備えた分散型アプリケーションプラット
フォーム。イーサリアムの価格によりGAS代が変動する。
高額になった際は企業のサービスで使用するブロック
チェーンとしては難しい。

1B 不特定多数アドレス

1C 複数署名者対応

2A アセット勘定

2B マルチアセット

3 (半)恒久記録

4 ブロック概念

5 完全分散型ネットワーク

★超高速処理(mijin)

1A 認証・暗号化

0 プライベートチェーン

1B 不特定多数アドレス

1C 複数署名者対応

2A アセット勘定

2B マルチアセット

3 (半)恒久記録

4 ブロック概念

5 完全分散型ネットワーク

★ 超高速処理(mijin)

1A 認証・暗号化

0 プライベートチェーン

1B 不特定多数アドレス

1C 複数署名者対応

2A アセット勘定

2B マルチアセット

3 (半)恒久記録

4 ブロック概念

5 完全分散型ネットワーク

★ 超高速処理(mijin)

1A 認証・暗号化

0 プライベートチェーン



プライベートチェーンに重要な5つの要素
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には全ての要素が含まれています

ブロック概念 アセット勘定

（半）恒久的記録 完全分散

取引データを一定量あるいは一定時間毎にまとめて
1ブロックとし、ブロックを次々と数珠つなぎに連
ねていく台帳技術。

ブロックチェーン上でアセットを定義。
取引に基づいた勘定が実行される。

記録されたデータは中央管理者や参加ノードがネットワークを
維持する限り永久に保存される

参加する全てのノードの役割が等しく、 
各ノードは遠隔地に設置形成されたネットワーク。

認証・暗号化

認証は公開鍵暗号方式によってなされ、
記録は全てハッシュ関数で暗号化される。

B125F673A55EA
98C9805AE656B
404AFD93ACEB



mijinとは
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認証・暗号化ブロック概念 アセット勘定 （半）恒久的記録 完全分散

プライベートブロックチェーン環境を 
手軽に構築できるWeb3プラットフォーム

　　　　　が組み合わさることで 
mijinブロックチェーンは”様々な分野”へ適用が可能となります。

5つの要素



mijinの機能 - ①
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（マルチレベル）マルチシグネチャアグリゲートトランザクション

アグリゲートトランザクションは複数トランザクションを 
1回のトランザクションでまとめ、 トラストレスな交換や 
高度なロジックが実現可能です。

●1回のトランザクションで複数トランザクションを生成

●マルチアセット エスクロー トランザクション

A

B

B

AとBのトランザクションが揃い、 
両者の承認をもって取引（トランザクション）完了。

マルチ(複数)シグネチャ(署名)は”n人のうちm人(m of n)”の 
署名が集まると処理が実行されるアカウントを作成する機能。

●マルチシグネチャ（複数署名）

A

B

C

X WX

アカウント マルチシグアカウント 送付先アカウント

※トランザクション毎に署名対象者のうち、 
　何名の署名が必要なのかと有効期間を設定できます。

X

署名

署名

2-of-3

A

B

C

X

署名

2-of-3

署名

D

E Y

署名

1-of-2

Z WZ
Z

2-of-2

●マルチレベル マルチシグネチャ（複数署名の入れ子）

アカウント A or B or Cの3アカウントのうち、2署名が揃ったら 
マルチシグアカウント(X) のXトークンを送付先アカウント(W)へ送る

アカウント A or B or Cの3アカウントのうち2署名と、 
D or Eの２アカウントのうち、1署名が揃ったら、 
マルチシグアカウント(Z) のZトークンを送付先アカウント(W)へ送る

署名

署名

承
認

A



mijinの機能 - ②
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分散勘定エンジン

サービスの提供側とユー ザーの双方が、
トークンなどアセットの合計金額を計算
せずともわかる勘定エンジンが標準機能
としてmijinに実装されています。

マルチアセット REST API

複数のアセット(独自トークン、地域コイン、 
企業資産)をひとつのブロックチェーンに 
モザイクとして発行・流通・管理できる 
機能が備わっています。

mijin BaaS(Blockchain as a Service)を使うことで、
簡単にクラウド上でmijinブロックチェーンを始め
られます。

mijin SDK（ソフトウェア開発キット）を介し
REST API操作することで開発が進められる為、 
ブロックチェーン専門の開発エンジニアを必要と
しません。

トークンA

地域コイン

企業資産

トークンB

モザイク

※モザイク=mijin上で発行するトークン

トークンA

地域コイン

企業資産

トークンB

+ 100,384 
- 50,472

2023.02.04 
2023.02.17

+ 49,912

+ 31,635 
- 28,232

2022.12.18 
2022.12.20

+ 3,403

+ 234 
+ 126

2023.01.25 
2023.02.12

+ 360

+ 846,9272023.02.28

+ 846,927

REST-API Endpoints リクエスト/レスポンスボディ:JSON
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mijinを使うと何が実現できる？

ポイントシステム トレーサビリティ

真贋チェックファイル受け渡し

(既存)サービスの一部をWeb3(ブロックチェーン)化することで 
新たなビジネスへの可能性を創出します

自社ポイントをmijinで発行。 
標準機能の分散勘定エンジンでシームレスにポイント発行・管理。
シェアリングエコノミーの構築も簡単に行えます。

モノと場所をブロックチェーンに刻み証明。 
改ざんできないトレーサビリティを構築可能。

1.工場 2.倉庫 3.販売店 4.消費者

書き込み書き込み 参照

付与

消化

真 偽

本物をブロックチェーンに記録（紐付け）。 
ブロックチェーンを参照して登録内容を 
確認。改ざん不可の真贋チェックを実現可能。

書き込み

A→Bへファイルを送る場合、 
Aは暗号化して送り、 
Bは自身の鍵を用いて復号化することでファイルが開ける。 
第三者が勝手に見れない高セキュリティのファイル受け渡しが可能。

A B
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mijin活用事例 - ①

岐阜大学しずい細胞研究所 非開示案件- 歯髄細胞流通管理システム -  
ShizuiNet

”どこで培養され、どこから輸送され、どこで使用されたか” 歯髄細胞
に紐づく個人情報を保護しつつ製造品質管理、流通経路、利用実績な
どを記録管理を目指す。2019年10月29日

”再生医療の最前線のさらにその先。 iPS細胞をブロックチェーンで管理 ” 
2020年1月22日

紙ベースの記録から、ブロックチェーン台帳管理へ！

https://crypto.watch.impress.co.jp/docs/interview/1226992.html

独立した複数ブロックチェーンを使った〇〇量の売買管理

Con!dential

パブリックチェーン・プライベートチェーン間でアセットをアトミックに
移動させる”クロスチェーントランザクション”を使用し、〇〇量を売買管理
する実証実験中

プライベートチェーン 

A
プライベートチェーン 

B

パブリックチェーン

クロスチェーン 
スワップ

クロスチェーン 
スワップ

https://crypto.watch.impress.co.jp/docs/interview/1226992.html
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mijin活用事例 - ②

一般社団法人日本ジビエ振興協会 ジャパンネット銀行 

これまで流通規格が何も無かった”ジビエ食肉トレーサビリティ”の 
認証制度確立とシステム化を目指す。2017年10月3日

ブロックチェーン技術は適材適所の時代へ 
契約書の編集・承認履歴を改ざんできない形で記録し、 
ペーパーレスと業務効率化を目指す。2018年2月6日

改ざんできない商品台帳として、mijinブロックチェーンを採用
日本初！農水省の受託事業で、mijin実システム稼働

世界初！mijin と Hyperledger Fabric を連携

https://crypto.watch.impress.co.jp/docs/event/1133659.html https://japan.cnet.com/release/30231252/

https://crypto.watch.impress.co.jp/docs/event/1133659.html
https://japan.cnet.com/release/30231252/
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mijin活用事例 - ③

COMSA NFTマーケットプレイス

稼働中システムの一部をプライベートブロックチェーンに連携。 
改ざんできないアクティビティログを実現！

ニックネーム

メールアドレス

AAAAA

aaa@aaa.com

ニックネーム

メールアドレス

BBBBB

bbb@bbb.com

変更

変更履歴をブロックチェーンに書き込み

ニックネーム履歴

メアド履歴

2023.03.04  BBBBB 
2022.12.19  AAAAA 
2022.08.25  XXXXX

Activity logger

2023.03.04  bbb@bbb.com 
2022.10.26  aaa@aaa.com

参照

既存サービスの ”いつ・何を” の履歴を明確化してUX向上を目指す！

https://comsa.io

監査法人 調書保管証明アプリ

監査調書の内容及びタイムスタンプ改ざん不可の 
ブロックチェーン活用システム

～監査報告書から60日以内に監査調書をアーカイブをした証明～

監査
調書 クラウドストレージ

The
調書保管
証明アプリ

ファイルハッシュを 
ブロックチェーンへ書き込み

ブロックチェーンを 
参照

監査
調書 照合

API

API

外部監督機関
レビュー

ファイルハッシュとタイムスタンプがブロックチェーンに保存

従来の業務フローの中に、ブロックチェーンを活用することで 
困難な改ざんをしていない信憑性の高い証明可能です。

2023年サービス開始予定

https://comsa.io
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mijin料金プラン

mijin BOD(Blockchain On Demand) プラン mijinライセンス プラン

特徴
テックビューロ社管理のシェアード型の「プライベートチェーンブロック 
チェーン mijin」環境をオンデマンド形式で利用できるプラン。ノード設定
など不要な為、簡単・最速でブロックチェーンを導入できます。

シェアード型のBODプランに比べ、高い自由度が魅力。 
独自でノードを管理し、プライベートブロックチェーン環境の構築が 
可能。ブロックチェーンへは管理しているユーザのみが使用可能。 
プロジェクトに合わせて柔軟にmijinをご利用いただけます。

価格

基本使用料: 30,000円/月（税別） 
（ライセンス費・ノード使用料・1,000トランザクション(tx)相当含む） 
オプション: 5,000tx相当 / 10,000円、20,000tx相当 / 30,000円、60,000tx相当 / 50,000円 
※1tx = 200Byteの計算で、実際の1txの容量が多い場合はそれ相当分のtx数が消化されます。 
※基本使用料に含まれる1,000tx 相当が消化された後は、オプションにてtx追加いただく 
　必要があります

オンプレミス: 30,000円/月（税別） 
Amazon AWS(BaaS): $0.40/1時間 
※1ノードあたりのライセンス費です 
※別途ノード（サーバー）費用が発生します 
※奇数台のノードが必要となります

ブロックチェーン 
導入コンサルティング

30万円～ 
ブロックチェーンの導入を貴社ニーズに合わせた適切な活用方法でご提案します。 
アプリケーション設計をサポートし適切なブロックチェーン導入実現に向けたお手伝いをいたします。

開発・技術支援
30万円～ 
貴社開発エンジニアへ開発前にmijin機能と開発時におけるポイントなどのオリエンテーションを行います。 
また、サンプルソース共有などをさせていただき、効果的な実装ができるまでの支援を行います。

テクニカルサポート
1チケット 30,000円（税別） / 2時間・回 
ローンチ後・運用時のテクニカルサポートも行っております。安心してプライベートブロックチェーンmijinをご利用いただけます。

開発エンジニア
経験豊富なプライベートブロックチェーンmijinの開発エンジニアのご紹介も可能です。 
別途ご相談くださいませ。

※仕様・価格は変更する場合があります
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mijin BOD(Blockchain On Demand)プラン

mijin BODは簡単にプライベートブロックチェーンを 
始められるお得な月額利用型プラン

A社利用

B社利用 C社利用

Blockchain On Demand

コンソーシアム型 
プライベート 
ブロッチェーン

※1tx = 200Byteの計算で、実際の1txの容量が多い場合はそれ相当分のtx数が消化されます。 
※基本使用料に含まれる1,000tx 相当が消化された後は、オプションにてtx追加いただく必要があります。

新

基本使用料: 30,000円/月
ライセンス費 ノード使用料 1,000tx 相当+ +

オプション

※表示価格は全て税別

5,000tx相当 / 10,000円 
20,000tx相当 / 30,000円 
60,000tx相当 / 50,000円

初月無料

利用開始までの 
ステップ

まずはお問い合わせください。

テックビューロ株式会社 
mijin事業部 
mijin_support@mijin.io

1
お問い合わせ

1-5営業日中に弊社よりご連絡
いたします。
ご質問・不明な点等は、本タイ
ミングでクリアにできます。

2
ヒアリング

弊社よりアカウント開設案内を 
お送りいたします。
案内に沿って開設作業を行なっ
てください。

3
mijin BOD 開設作業

開設後すぐにmijinをご利用い
ただけます。

4
mijin BOD 利用開始

TX TX

TX

シェアード型のプライベートブロックチェーンを 
限定されたユーザのみアクセス可能。 
透明性と効率性はそのままに、mijinは弊社が管理します
ので安心してご利用いただけます。



1919

参考見積もり概算

消費者の手に届くまでをmijinを活用して青果流通の 
”いつ誰がどこで”をトレーサビリティするシステム想定。

サプライチェーン トレーサビリティ システム例

生産者

農協

卸売市場
消費者

小売り店

〇〇にんじん 
JF9S27A49B52E7

2023.03.08 18:09 
　　　〇〇農家 〇〇さん 

2023.03.09 07:25 
　　　〇〇農協 

2023.03.09 16:08 
　　　〇〇卸売市場 

2023.03.10 08:38 
　　　スーパー〇〇

ブロックチェーンへ書き込み
ブロックチェーンから参照

※書き込み・参照は既存システム及びQRコードを介してAPIをコールする想定

※小規模生産(月次出荷数:6,000程度)のサプライチェーンの想定です。 
※本資料は参考見積もりとなります。実際の見積もりと異なる場合があります。 
※アプリケーション開発費用は一切含まれていません

1. mijin BODプラン：3万円 / 月 x 4ヶ月分 
2. BC導入コンサルティング：30万円 
3. 開発・技術支援：30万円 
4. テクニカルサポート：30万円 / 10チケット

出荷

通過

通過

入荷

サプライチェーン トレーサビリティシステム 
イニシャル概算見積もり

￥1020,000
No mo

re 産地
偽装

●スケジュール概算：約３～4ヶ月

要件定義・仕様策定

1st month 2nd month 3rd month 4th month

技術講習
開発

参画企業
オリエン
テスト

ローンチ

※スケジュールはイメージです。開発仕様により異なります。

ランニングコスト概算（月次）￥60,000
1. 追加トランザクション(tx)代：30,000円 
※想定月次tx数20,000程度

（税別）

（税別）
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　　　　　　ミニアプリのご紹介すぐに
試せる

！

ウォレットアプリ - Mini ファイルDLアプリ - Mini

mijin環境のトークン送受信を体感できるウォレットアプリ。 
下記デモアプリはメールアドレスとパスワードのみでお試し
いただくことができます。 
※メールアドレス・パスワードは本アプリのみで使用されます。

https://demo-wallet.catapult.mijin.io/
デモURL

本資料の送付メールに 
デモURLの記載がございます。 
ご不明の方はお問い合わせ 
ください。

デモURL

プライベートブロックチェーンmijinを使用して、 
トランザクション送受信の体験できるファイルDLアプリ。 
ファイルのダウンロード権（100回分）をトークン化。 
ダウンロードされた証明をブロックチェーン上で表現しています。

ブロックチェーンでどのようにデータが書き込まれるかを体感！

https://demo-wallet.catapult.mijin.io/
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社名 

設立日 

資本金 

本社所在地 

代表取締役 

主な株主 

事業内容 

テックビューロ株式会社　Tech Bureau, Corp. 

2014年6月16日 

1億円 

大阪市西区靱本町1-5-18 NANEI本町ビル10F 

朝山貴生

朝山貴生、アララ株式会社、アステリア株式会社、 
株式会社SBI新生銀行、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社、 
GMOインターネット株式会社、株式会社広島ベンチャーキャピタル、 
日本テクノロジーベンチャーパートナーズCC投資事業組合（略称NTVP）、 
株式会社マネーパートナーズグループ、他　※順不同

ブロックチェーンソリューション事業 
NFTマーケットプレイス運営


